
時
代
は
ど
う
や
ら
大
き
な

曲
が
り
角
に
来
て
い
る
よ
う
だ
。

ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
す
る
経

済
危
機
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
競

争
的
な
社
会
運
営
に
対
す
る

真
剣
な
批
判
が
生
ま
れ
て
い
る
。

夏
に
は
政
権
の
交
代
も
あ
り

得
る
状
況
の
下
、

物
事
の
優
先
順
位

の
見
直
し
が
進
む

で
あ
ろ
う
。
こ
の

十
年
ほ
ど
後
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
た

「
余
暇
問
題
」
に
つ

い
て
も
新
た
な
前

進
が
期
待
さ
れ
る
。

日
本
余
暇
学
会

は
余
暇
研
究
へ
の

社
会
的
関
心
を

高
め
る
こ
と
を
目

標
に
、
問
題
提
起

力
の
あ
る
研
究
を

推
進
し
、
学
会
の
発
言
力
、

影
響
力
の
強
化
に
努
め
た
い

も
の
で
あ
る
。
以
下
に
四
月
の

理
事
会
で
確
認
さ
れ
た
二
〇

〇
九
年
度
事
業
計
画
を
も
と

に
、
「
目
玉
事
業
」
の
い
く
つ
か

を
紹
介
し
た
い
。

●
観
光
系
学
会
と
の
共
同

研
究
大
会

昨
年
十
月
に
宮

城
県
で
開
か
れ
た

12
回
大
会
は
「
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」と
い
う

清
新
な
テ
ー
マ
を

掲
げ
、
今
後
の
余

暇
研
究
の
方
向

を
展
望
し
た
深
み

の
あ
る
論
議
が
出

来
た
。
た
だ
、
会

員
の
少
な
い
東
北

で
開
催
し
、
十
分

な
参
加
者
を
集
め

ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
今
年
の
13
回
大
会
は
、

東
京-

地
方
の
隔
年
開
催
の

慣
例
に
従
っ
て
東
京
で
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
中
村

理
事
（九
州
）の
提
案
を
受
け
、

観
光
関
連
学
会
と
協
力
し
、

「
観
光
と
余
暇
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
共
同
の
学
会
大
会
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
試
み
に

挑
戦
す
る
こ
と
と
し
た
。
不
況

の
中
で
も
観
光
事
業
は
伸
び

を
見
せ
て
い
る
し
、
昨
年
は
観

光
庁
が
設
置
さ
れ
、
大
学
の

観
光
系
学
科
の
新
設
も
目
立
っ

て
い
る
。
観
光
が
余
暇
問
題
の

中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

観
光
関
連
の
研
究
者
と
の
交

流
は
、
わ
れ
わ
れ
の
学
会
に
も

少
な
く
な
い
知
的
刺
激
を
与

え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
概
要

は
次
の
通
り
。

期
日:

二
〇
〇
九
年
九
月
二

十
六
日
（
土
）
～
二
十
七
日

（日
）

場
所:

東
洋
大
学
（東
京
都
文

京
区
・白
山
校
舎
）

共
同
開
催
予
定
学
会:

ツ
ー

リ
ズ
ム
学
会
、
日
本
国
際
観

光
学
会
、
ま
ち
づ
く
り
観
光

学
会
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
会
（今
後
さ
ら
に

増
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
）。

内
容

一
日
目
・
・
・
他
学
会
と
共
同

開
催
（
協
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

共
同
研
究
発
表
会
な
ど
）

二
日
目
・
・
・
各
個
別
学
会
の

開
催
（
余
暇
学
会
は
総
会
と

研
究
発
表
）

共
同
学
会
実
行
委
員
と
し

て
は
、
師
岡
理
事
、
中
村
理

事
を
軸
に
、
四
月
か
ら
桜
美

林
大
に
籍
を
置
く
こ
と
に
な
っ

た
下
島
康
史
氏
を
幹
事
に
任

命
し
て
準
備
に
当
た
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。

●
日
本
余
暇
学
会
編
集
に

よ
る
研
究
書

日
本
余
暇
学
会
は
こ
れ
ま
で

三
冊
の
学
会
編
の
書
籍
を
刊

行
し
て
い
る
が
、
こ
こ
四
年
ほ

ど
は
成
果
が
出
て
い
な
い
。
そ

こ
で
昨
年
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
論
議
を
生
か
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
活
発
に

展
開
さ
れ
て
い
る
レ
ジ
ャ
ー
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
成
果
や
方

法
論
を
取
り
入
れ
、
日
本
の

現
実
と
切
り
結
ぶ
学
術
的
な

余
暇
研
究
書
を
刊
行
す
べ
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
担
当
理
事
は
杉
座
氏
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
幹
事
と
し

て
最
近
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の

研
究
書
や
翻
訳
活
動
で
活
躍

し
て
い
る
宮
入
恭
平
氏
を
任

命
、
さ
ら
に
研
究
誌
編
集
委

員
の
加
藤
裕
康
氏
は
じ
め
若

手
研
究
者
に
参
画
し
て
も
ら

う
こ
と
と
な
っ
た
。
合
わ
せ
て

海
外
の
重
要
な
余
暇
研
究
書

の
翻
訳
も
念
頭
に
お
い
て
検

討
を
進
め
て
行
く
。
こ
の
課
題

に
関
心
の
あ
る
会
員
は
ぜ
ひ

事
務
局
へご
一
報
い
た
だ
き
た

い
。

＊
＊
＊

学
会
の
柱
で
あ
る
『余
暇
学

研
究
』は
13
号
を
迎
え
る
。
12

号
で
強
化
さ
れ
た
査
読
体
制

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、
学

会
誌
に
ふ
さ
わ
し
い
論
文
を

集
め
た
い
。
年
四
回
の
ニ
ュ
ー
ス

も
出
来
る
だ
け
多
く
の
会
員

が
執
筆
で
き
る
よ
う
働
き
か

け
を
強
化
し
た
い
。
昨
年
、
一

新
し
た
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

充
実
の
度
を
加
え
て
い
る
が
、

余
暇
学
関
連
の
文
献
紹
介
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
の
が
今
年

の
課
題
と
な
ろ
う
。
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
け
る
研
究
会
の
開
催

や
懸
案
の
会
員
拡
大
に
つ
い
て

も
、
埋
も
れ
た
研
究
者
の
掘

り
起
こ
し
や
大
学
院
生
への
Ｐ

Ｒ
活
動
を
強
化
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
会
員
諸
氏
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
切
で

あ
る
。

（会
長
・薗
田
碩
哉
）
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お
詫
び
・
訂
正

65
号
に
掲
載
し
ま
し
た
記
事

「
第
10
回
世
界
レ
ジ
ャ
ー
会
議

報
告
」
p.3
の
中
の
項
目
「
第
11

回
ワ
ー
ル
ド
レ
ジ
ャ
ー
総
会
概

要
」
は
「
韓
国
・
ワ
ー
ル
ド
レ

ジ
ャ
ー
総
会
お
よ
び
競
技
大
会

組
織
委
員
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
も
の
で
、
執
筆
者
と

は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
記
事
冒
頭
「
（
国
際
観
光

振
興
機
構
）
」
は
p.2
最
終
行
の

内
容
で
あ
り
、
訂
正
い
た
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
読

者
の
皆
さ
ま
な
ら
び
に
執
筆
者

で
あ
る
師
岡
理
事
に
は
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

時
代
の
転
換
期
に
「余
暇
」の
前
進
を
！

二
〇
〇
九
年
度
事
業
計
画

「合同学会」や
学会編研究書発行を

目指す

昨
年
末
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
筑
紫
哲
也
さ
ん
が
亡

く
な
っ
た
。
筑
紫
さ
ん
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
十
人

十
色
だ
ろ
う
が
、
私
に
は

「朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
」

と
い
う
肩
書
き
が
な
じ

み
深
い
。
今
か
ら
約
25

年
前
、
暗
い
浪
人
生
活

を
経
て
大
学
に
入
学
し

た
私
は
、
大
学
生
の
必

読
雑
誌
と
言
わ
れ
た

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
を

右
手
に
抱
え
、
左
手
に

「
ブ
ッ
ク
バ
ン
ド
」
で
ま
と
め

た
教
科
書
と
ノ
ー
ト
を
持
っ

て
大
学
に
通
っ
た
。
そ
ん
な

あ
る
日
、
政
治
関
係
サ
ー

ク
ル
主
催
の
講
演
会
に
筑

紫
哲
也
氏
が
や
っ
て
き
た
。

初
め
て
見
た
筑
紫
氏
は
、

当
時
流
行
の
「
紺
ブ
レ
」(

紺

の
ブ
レ
ザ
ー)

に
、
ブ
ル
ー

ジ
ー
ン
ズ
、
靴
は
黒
の
コ
イ

ン
ロ
ー
フ
ァ
ー
、
髪
型
は
真

ん
中
分
け
の
や
や
長
髪
で
、

「
ナ
ン
パ
学
生
」
と
い
う
風

貌
だ
っ
た
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
と

フ
ォ
ー
マ
ル
を
半
分
ず
つ
に

し
た
よ
う
な
不
思
議
な
服

装
だ
っ
た
。
講
演
の
内
容
は

よ
く
覚
え
て
い
な
い
が
、
安

定
し
た
口
調
と
鋭
い
ま
な

ざ
し
、
一
見
、
自
由
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
す
そ
の
風

貌
と
は
対
照
的
に
、
話
し

ぶ
り
は
「
ぶ
れ
な
い
」
も
の

だ
っ
た
。

当
時
の
私
に
と
っ
て
『
朝

ジ
ャ
』
は
そ
ん
な
お
し
ゃ
れ

な
筑
紫
さ
ん
と
同
じ
空
間

を
共
有
す
る
た
め
の
ア
イ

テ
ム
だ
っ
た
。
「
新
人
類
」

「
若
者
た
ち
の
神
々
」
な
ど
、

世
間
で
は
な
か
な
か
評
価

さ
れ
な
い
人
々
に
も
光
を

あ
て
、
そ
の
特
集
に
ど
の
よ

う
な
「
論
」
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
か
を
編
集
者
が
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
な
特
集
も

あ
っ
た
。
時
代
は
「
バ
ブ
ル

前
夜
」
で
あ
り
、
大
学
生
は

「
就
活
」
よ
り
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
を
楽
し
む
気
風
も
あ
り
、

「理
想
論
」や
「空
論
」も
堂
々

と
主
張
で
き
る
空
気
が
あ
っ

た
（
当
時
の
就
活
は
、
四
年

生
の
春
で
十
分
間
に
合
っ

た
）
。
少
な
く
と
も
当
時
の

『
朝
ジ
ャ
』
は
「
平
和
」
「
自

由
」
「
憲
法
」
な
ど
を
論
じ

る
場
で
あ
り
、
生
活
、
雇

用
、
貧
困
な
ど
を
を
論
じ

る
場
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
ど
っ
ぷ
り
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
生
活
に
浸
か
っ
た
私
に

と
っ
て
リ
ア
ル
さ
が
な
く
、

大
学
と
と
も
に
『
朝
ジ
ャ
』

も
卒
業
し
た
。
そ
し
て
バ
ブ

ル
崩
壊
と
と
も
に
「
朝
ジ
ャ

廃
刊
」
を
風
の
便
り
で
聞
い

た
（
九
二
年
五
月
）
。
今
回

の
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

創

刊
50
年

怒
り
の
復
活
』
号

に
、
そ
の
よ
う
な
時
代
を

生
き
た
「
元
若
者
」
の
「
同

窓
会
」
の
場
を
期
待
し
た

読
者
は
、
肩
す
か
し
を
く

ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
目

次
に
は
今
日
の
「
社
会
病

理
」が
並
び
、
「
同
窓
会
」
は

脇
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
。

復
活
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
「冷
戦
」

「沖
縄
」「九
条
」な
ど
が
テ
ー

マ
で
な
く
、
「貧
困
」「格
差
」

「
政
治
の
劣
化
」
が
メ
イ
ン

テ
ー
マ
だ
。
ま
さ
に
「
終
わ

り
無
き
日
常
」
が
テ
ー
マ
な

の
で
あ
る
。
こ
の
変
わ
り
果

て
た
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

創
刊
50
年
』
号
を
読
ん
で
、

「
終
わ
り
無
き
日
常
」
を

生
き
る
決
意
を
し
た
。

（
山
田
）
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へ
ん
し
ゅ
う
の
あ
と

「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

創

刊
50
年
怒
り
の
復
活
号
」

を
読
む

［
『
週
刊
朝
日
』
緊
急
増
刊
］

『余暇学研究』第１３号投稿募集要領

『余暇学研究』第１３号の投稿を募集します。投稿予定

者は、同封の『余暇学研究』第１２号巻末に掲載している

「余暇学研究投稿規定」をよくお読みいただき、以下の要

領に従って投稿ください。

なお、本年度はエントリー締め切りおよび原稿締め切り

が共に、早くなっていますのでご注意ください。

■投稿資格

原則として日本余暇学会会員に限る。詳細は「投稿規定」

参照のこと。

■投稿原稿の種類

「論文」「研究ノート」「その他」の３種とする。字数

も含めて詳細は、「投稿規定」を参照のこと。

■エントリー方法

投稿希望者は、事前に学会事務局までエントリーしてい

ただきます。

・エントリー締切：平成２１年７月３１日（金）

・エントリー方法：氏名、所属、住所、電話（FAX）、電子

メールアドレス、原稿の種類（論文、研究ノート、その他）、

タイトルを記し、下記の学会事務局宛に電子メールを送信

する。郵送、FAXは受け付けないので注意のこと。

＊エントリーされた投稿予定者には、投稿規定、執筆要領

（執筆見本付）を送付します。規定類を遵守し、投稿して

ください。

■原稿締切

平成２１年９月３０日（水）とする。発行は、平成２２

年３月末を予定。

■査読について

投稿された原稿のうち、論文及び研究ノートは編集委員

会が選任する査読委員の査読を受けるものとします。査読

結果により、原稿の修正等を求める場合があります。

■採否

投稿原稿の採否は編集委員会で決定します（「投稿規定」

による）。

◎エントリー先：

日本余暇学会事務局 Email：info@yokagakkai.jp

投稿募集に関するご質問もこちらにお願いします。

平成２１年３月３１日

日本余暇学会余暇学研究編集委員会



私
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が
企
画

す
る
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
地
球

一
周
の
船
旅
に
三
回
参
加
し

た
。
時
期
は
、
退
職
後
の
平

成
十
三
年
春
、
十
六
年
秋
、

十
九
年
夏
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
約
百
日
を
か
け
て
、
世
界

の
約
二
十
の
寄
港
地
を
訪
問

し
た
の
で
あ
る
。

友
人
か
ら
は
「な
ぜ
、
三
周

も
す
る
の
か
？
」と
聞
か
れ
る

が
、
理
由
は
単
純
で
「
好
奇

心
と
探
究
心
」で
あ
る
。
毎
回
、

航
路
が
異
な
る
か
ら
、
地
球

の
北
と
中
央
と
南
の
三
回
で
、

オ
ー
バ
ー
に
言
え
ば
、
人
間
の

居
住
し
て
い
る
地
域
を
総
な

め
し
た
事
に
な
る
。

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
船
旅
は
、

そ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「地
球

に
遊
ぶ
・地
球
に
学
ぶ
」の
通

り
、
観
光
・レ
ジ
ャ
ー
的
側
面

と
交
流
・歴
史
検
証
的
な
側

面
と
が
あ
る
。

各
寄
港
地
の
ツ
ア
ー
で
は
、

世
界
遺
産
な
ど
の
観
光
コ
ー

ス
と
相
手
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
交
流

コ
ー
ス
や
先
住
民
文
化
の
検

証
コ
ー
ス
な
ど
多
彩
で
あ
る
。

船
内
生
活
は
三
食
寝
床
付

き
で
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
そ
の
内
容
は
、
娯
楽
的

な
も
の
か
ら
語
学
・政
治
経

済
・文
化
と
言
っ
た
教
養
的

な
も
の
が
あ
る
し
、
次
の
寄
港

地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
前
の
寄
港
地

か
ら
乗
船
し
て
国
際
交
流
や

レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
る
。

乗
船
者
は
一
回
目
は
六
百

人
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
二
回
目

か
ら
は
船
が
大
型
化
し
て
九

百
人
ほ
ど
で
、
外
国
人
も
数

十
名
乗
っ
て
い
た
。

乗
船
者
の
出
身
地
は
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
年
令
的

に
は
、
十
代
二
十
代
が
約
四

割
、
六
十
代
以
上
が
四
割
、

あ
と
二
割
り
が
中
間
年
代
で

あ
る
。
約
九
割
が
単
身
で
、
カ
ッ

プ
ル
組
は
一
割
程
度
。
男
女

比
は
四
対
六
位
で
女
性
が
多

い
。
こ
れ
ら
の
乗
船
者
は
、
ノ

ン
ビ
リ
組
も
い
る
が
個
性
豊
か

な
人
が
多
く
、
自
主
企
画
と

称
す
る
サ
ー
ク
ル
が
次
々
と

立
ち
上
が
り
、
あ
た
か
も
大

学
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
様
相

で
一
航
海
中
に
幾
十
も
出

来
る
。
私
は
旅
行
記
サ
ー
ク

ル
を
立
ち
上
げ
船
内
生
活
を

楽
し
ん
だ
。
帰
国
後
は
毎
回

旅
行
記
を
自
主
出
版
し
、
自

著
一
冊
・共
著
二
冊
を
世
に

出
し
た
。
数
百
人
の
知
人
友

人
に
「長
い
手
紙
で
す
」と
送

り
状
を
つ
け
て
発
送
し
た
。

私
の
旅
行
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

観
光
旅
行
よ
り
も
「見
聞
感

考
旅
行
」で
あ
る
。
観
光
の
語

源
は
「国
の
光
を
観
る
」と
さ

れ
て
い
る
が
、
私
は
光
が
あ
れ

ば
影
も
あ
る
は
ず
だ
と
考
え

て
、
そ
の
両
者
の
現
場
を
「見

て
・
聞
い
て
・
感
じ
て
・

考
え
る
」
事
に
主
眼

を
置
い
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
旅

は
未
知
の
世
界
へ
の

探
検
で
あ
る
。
知
る
事
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
進
ん
で
知
り
た
い

衝
動
に
駆
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、

好
奇
心
の
エ
ン
ジ
ン
が
廻
る
限

り
旅
は
続
い
て
行
く
。

松
尾
芭
蕉
は
旅
を
好
み
旅

に
生
き
て
、
病
中
最
後
の
句

「旅
に
病
ん
で

夢
は
枯
野
を

駆
け
回
る
」を
残
し
て
人
生

と
グ
ッ
ド
バ
イ
し
た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス

は
地
球
は
丸
い
と
信
じ
て
黄

金
の
国
ジ
パ
ン
グ
に
憧
れ
て
航

海
に
出
た
。
ゲ
バ
ラ
は
医
学

部
卒
の
医
者
な
の
に
、
若
い

頃
バ
イ
ク
に
乗
り
南
米
大
陸

縦
断
の
冒
険
旅
行
に
出
て
、

社
会
の
医
者
に
目
覚
め
、
世

直
し
に
人
生
を
か
け
た
。

洋
の
東
西
、
時
代
は
異
な

れ
ど
も
人
は
旅
を
す
る
。
地

球
三
周
し
て
私
は
、
今
や
地

球
は
世
界
と
言
う
よ
り
村
で

あ
る
と
思
う
。

人
、
物
、
金
、
情
報
が
行
き

交
い
、
通
信
・交
通
の
発
達
に

よ
っ
て
世
界
は
密
接
に
繋
が

り
、
影
響
し
あ
っ
て
い
る
。
地

球
温
暖
化
、
金
融
不
安
、
石

油
価
格
は
世
界
に
連
動
し
て

い
る
。
地
域
紛
争
が
起
こ
れ
ば

難
民
は
国
境
を
越
え
て
移
動

す
る
。
仕
事
の
機
会
を
求
め

て
人
々
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
行
動

す
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
し
て
、

現
実
世
界
は
既
に
「隣
の
国

は
、
隣
の
家
」の
よ
う
に
緊
密

に
な
っ
て
来
て
い
る
。
こ
の
事
に

人
々
は
無
関
心
で
あ
っ
て
も
、

無
関
係
で
は
な
い
の
だ
。

最
近
、
私
の
手
元
に
「余
暇

学
研
究
・第
十
二
号
」が
届
い

た
。
そ
の
七
三
頁
か
ら
「
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
・ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
は

何
か
」と
題
し
て
、
本
橋
氏
の

講
演
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
読
む
ほ
ど
に
、
私
の
頭
は

熱
く
な
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
過

去
三
回
の
航
海
で
見
聞
感

考
し
た
旅
の
現
場
が
想
起
さ

れ
、
先
住
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
交

流
体
験
が
生
々
し
く

脳
内
を
占
領
し
始
め

た
か
ら
で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、

中
米
の
あ
る
寄
港
地

で
古
い
強
固
な
要
塞

跡
が
あ
っ
た
。
私
は
「こ

れ
は
ス
ペ
イ
ン
人
が
造
っ

た
の
か
」と
聞
く
と
、
そ

の
場
に
い
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関

係
者
は
、
即
座
に
「あ

れ
は
、
我
々
の
先
祖
が

重
い
石
を
一
つ
一
つ

積
み
上
げ
て
造
っ
た
の

だ
」
と
答
え
た
。
昔
は

支
配
者
の
ス
ペ
イ
ン
人

の
も
の
だ
っ
た
が
、
現
在
は
我
々

の
歴
史
遺
産
だ
と
強
調
し
た
。

私
の
見
聞
感
考
旅
行
は
、
少

し
は
カ
ル
チ
ュラ
ル
・ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
現
場
検
証
か
と
も
思
っ

た
。さ

て
、
地
球
一
周
の
民
間

団
体
旅
行
の
始
ま
り
は
日
本

で
は
、
明
治
四
一
年
に
朝
日

新
聞
社
が
催
行
し
た
「世
界

一
周
旅
行
会
」だ
そ
う
だ
。
そ

れ
か
ら
数
え
る
と
昨
年
の
平

成
二
十
年
で
丁
度
百
年
と
な

る
。
一
世
紀
を
区
切
り
に
、

日
本
の
旅
行
文
化
を
探
る
の

も
意
味
の
あ
る
課
題
だ
と
考

え
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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地
球
三
周
、
な
ぜ
す
る
の
？

山
岡

平
三

連
載脱

・
時
間
人

筆者とマサイの青年

会費納入のお願い
平成21年度会費の納入をよろしくお願いします。

口座番号:00140-9-729065

加入者名:日本余暇学会

会費:一般会員10,000円学生会員5,000円

＊新しい学会パンフレットができました。

余暇に関心のある方に、入会をお勧めください。

「
今
や
万
人
が
余
暇
＝
自

由
を
手
に
し
た
」。
一
九
六
〇

～
一
九
七
〇
年
代
、
デ
ュ
マ
ズ

デ
ィ
エ
ら
余
暇
学
の
先
駆
者

た
ち
は
「
余
暇
社
会
」
の
到
来

を
こ
う
論
じ
た
。
で
は
そ
の
後

の
余
暇
学
は
ど
の
よ
う
な
展

開
を
見
せ
た
の
か
。
レ
ジ
ャ
ー･

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
協
会
（LS

A

、

一
九
七
五
年
設
立
）
を
一
拠

点
に
新
た
な
成
果
を
も
た
ら

し
た
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
動
向
は
、

今
か
ら
振
り
返
る
と
こ
の
命

題
へ
の
問
題
提
起
か
ら
出
発

し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
①
万
人
が
余
暇
を

も
つ
、
②
余
暇
＝
自
由
、
と
い

う
二
つ
の
前
提
へ
の
問
い
と
し

て
。第

一
の
点
は
、
異
な
る
他
者

（ジ
ェ
ン
ダ
ー･

階
級･

人
種
等
）

の
間
で
「万
人
が
等
し
く
余
暇

を
も
て
な
い
」
現
実
が
新
た
な

研
究
を
触
発
し
た
。
ま
ず
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
は
一
九
八
〇
年
代

以
降
、
最
も
活
発
な
分
野
の

一
つ
と
し
て
、
従
来
の
「余
暇
」

概
念
が
男
性
中
心
的
に
構
成

さ
れ
女
性
の
余
暇
に
は
適
合

し
な
い
点
を
批
判
し
た
。
た
と

え
ば
余
暇
を
「労
働
な
ど
の
義

務
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
時

間
」と
定
義
す
れ
ば
、
家
事
や

子
育
て
を
担
う
主
婦
の
場
合
、

そ
う
し
た
純
粋
な
自
由
時
間

な
ど
あ
る
の
か
。
女
性
の
余
暇

は
男
性
の
ケ
ー
ス
に
比
し
て
、

収
入･

家
事
労
働
の
配
分･

社

会
規
範･

レ
ジ
ャ
ー
供
給
な
ど

の
面
で
負
の
質
的
差
異
を
伴

う
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る

(D
e
em

[

一
九
八
二],G

re
e
n

[

一
九
九
〇])

。
ま
た
異
な
る

階
級
間
で
も
、
一
般
に
中
産

階
級
の
ほ
う
が
労
働
者
階
級

よ
り
も
余
暇
活
動
へ

の

参
加
率
が
高
く
、

レ
ジ
ャ
ー
消
費
も

盛
ん
で
あ
る
な
ど

余
暇
経
験
の
差
異

が
指
摘
さ
れ
、
そ

れ
は
主
に
収
入
面

の
違
い
に
よ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
（Se

a

brook[

一
九
八
八],

S
tu
rg

is[

二
〇
〇

三]

）
。
さ
ら
に
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
の
面
で
も
、

た
と
え
ば
白
人
女

性
と
黒
人･

ア
ジ
ア

系
女
性
と
の
間
で
異
な
る
余

暇
経
験
や
多
く
の
障
壁
が
指

摘
さ
れ
た
（Parm

ar[

一
九
八

九]

）。
こ
の
よ
う
な
「差
異
」の

告
発
の
ほ
か
に
、
一
九
八
〇

年
代
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
失
業

者
三
百
万
人･

失
業
率
10
%

超
と
い
う
現
実
が
、
失
業
と

余
暇
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題

を
提
起
し
た
。
「
強
い
ら
れ
た

余
暇
＝
ヒ
マ
」
と
し
て
の
失
業

は
当
事
者
も
余
暇
と
は
感
じ

な
い
こ
と
、
そ
の
理
由
と
し
て

収
入
を
は
じ
め
労
働
の
全
対

価
（
地
位･

社
会
的
接
触･

生

活
リ
ズ
ム
な
ど
）
を
喪
失
し
て

い
る
点
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ

る
（Hend

ry[

一
九
八
四],R
o

berts[

二
〇
〇
六]

）。
以
上
の

新
し
い
問
題
提
起
は
、
い
ず
れ

も
「
万
人
が
等
し

く
余
暇
を
も
て
な

い
」
現
実
に
端
を

発
し
、
異
な
る
他

者
の
間
で
不
均
等

に
生
き
ら
れ
る
余

暇
の
「
差
異
」
へ
と

視
点
を
向
け
る
と

と
も
に
、
「
余
暇
」

と
い
う
時
間
概
念

に
隠
さ
れ
た
（
労

働
の
対
価
に
伴
う
）

価
値
や
資
源
の

側
面
を
逆
照
射

し

た
と
い
え
よ
う
。

第
二
の
点
は
、
余
暇
＝
自

由
と
い
う
前
提
へ
の
問
い
か
ら

新
た
な
研
究
が
生
ま
れ
た
。
こ

の
前
提
の
相
対
化
／
脱
中
心

化
と
い
う
点
で
、
一
貫
し
た
問

題
提
起
を
行
っ
て
き
た
の
が
ロ

ジ
ェ
ク
で
あ
る
。
余
暇
を
行
為

の
局
面
に
還
元
す
る
か
ぎ
り

自
由
の
側
面
が
見
出
さ
れ
る

が
、
当
の
行
為
が
条
件
づ
け
ら

れ
る
場
（た
と
え
ば
資
本
主
義

社
会
の
力
学
的
布
置
な
ど
）

を
問
題
化
し
（Ro

je
k
[

一
九

八
五]

）
、
余
暇
を
社
会
的
文

脈
に
お
き
直
し
て
考
察
す
べ

き
こ
と
を
主
張
す
る
（
同[

二

〇
〇
一]][

二
○
○
五]

）
。
ク

ラ
ー
ク
&
ク
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
論

考
も
ま
た
、
余
暇
を
社
会
的

文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
な
が

ら
、
多
様
な
社
会
的
分
割
の

も
と
で
人
々
が
余
暇
を
自
由

に
生
き
る
／
消
費
す
る
ま
さ

に
そ
の
た
だ
中
で
、
資
本
主
義

社
会
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
再
生
産

す
る
構
造
を
暴
き
出
し
て
い

る(C
larke&

C
ritcher[

一
九

八
五])

。
以
上
の
研

究
は
、
余
暇
＝
自

由
と
い
う
前
提
に
対

し
て
、
そ
の
条
件
と

し
て
の
社
会
性
の
場

へと
視
座
を
転
回
す

る
点
で
重
要
な
意

味
を
も
つ
。
実
際
、

余
暇
の
政
治
学
と
い

う
べ
き
問
題
圏
が
開

か
れ
て
く
る
が
、
比

較
レ
ジ
ー
ム
分
析
の

問
題
提
起
を
経
て

（W
ilso

n
[

一
九
八

八]

）、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け

る
自
由
放
任
／
福
祉
国
家

／
新
自
由
主
義
な
ど
、
政
治

体
制
と
余
暇
政
策
の
変
容
プ

ロ
セ
ス
が
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い

る
（Henry[

二
〇
〇
一]

）。
こ

う
し
た
余
暇
の
政
治
学
は
、

福
祉
国
家
後
に
お
け
る
「
権

利
と
し
て
の
余
暇
」の
配
分
を

視
点
に
も
つ
分
析
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
余
暇
善
用
論
と
は
一

線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇

年
代
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
の
研

究
動
向
を
概
観
す
る
と
、
い

ず
れ
も
「万
人
が
余
暇
を
も
つ
」

「
余
暇
が
あ
る
」
と
い
う
素
朴

な
前
提
で
は
な
く
、
文
化
的･

経
済
的･

政
治
的
な
力
学
や

諸
々
の
ア
ク
タ
ー
が
せ
め
ぎ
合

う
ア
リ
ー
ナ
（
闘
争
場
／
舞

台
）と
し
て
「余
暇
」を
と
ら
え

る
視
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
軌
跡
は
、

現
実
と
の
絶
え
ざ
る
緊
張
を

背
景
と
し
な
が
ら
、
「
ポ
ス
ト

余
暇
社
会
」
に
お
け
る
余
暇

学
の
可
能
性
と
課
題
を
示
唆

す
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
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イギリス
レジャースタディーズ

研究動向
小澤考人

第56回 日本余暇学会理事会議事録
日時:平成21年4月18日（土）

出席者:薗田会長、中藤副会長、有馬、高橋、

辰巳、山田、師岡各理事、下島、宮入会員

Ⅰ 2009年度目標について

Ⅱ 2009年度 事業計画 (2008年度の総括を

踏まえて)

1.第13回 研究大会計画

2.『余暇学研究第１３号』編集、発行

3.ニュースレターについて

4.日本余暇学会編集による研究書の企画

5.地域ブロックにおける研究会開催

6.会員拡大について

7.ホームページの活用、充実

8.理事改選の方向と幹事任命

新年度幹事下島会員（大会担当）、宮入会員

（研究書出版担当）を任命。

9.会計報告と予算案

Ⅲ.その他

調査協力のお願い
「余暇学研究第12号」送付時に同

封した「会員の研究分野調査」
を回収中です。

用紙に必要事項を記入し、郵送、

またはメール（info@yokagakkai.j

p）でご返送ください。


